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便秘に下剤を使い続けると麻痺性イレウスを引き起こすことが

――「こころの元気＋」2015年4月号（特集「食べること・動くこと」）より　
        井戸由美子先生の文章の要約

●長期に下剤や浣腸を使い続けていると、腸粘膜を麻痺させ排便の反射機能
がなくなってきます。

●ウンチが腸管にたまると、腸管が無理やり押し広げられ腸管の筋肉の断裂が
おこります。そこに下剤を使い続けると、 無理に腸は伸び縮みし、無理を続ける
と伸びきったパンツのゴムのような腸になってしまいます（麻痺性イレウス）。

●当院では下剤だけに頼らず腸内環境を整えて良い排便習慣をつけるために
腸内細菌の善玉菌を増やす働きのある「乳果オリゴ糖」を使って便秘対策を
図っています。

●「乳果オリゴ糖」を飲む量は患者さん自身にウンチの状態をみて調節しても
らっています。その結果、下剤を使った時の何回もトイレに行くことも、水様便
や泥状便も減り、良いウンチが１日1回出る方が増えました。
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